
（参考１）

＜自主検査完了ユニット毎の検査結果＞

◇姫路第一発電所６号機

検査期間　：平成16年9月26日～平成16年10月 5日
　　　　　　平成16年11月2日～平成16年12月15日

　　検査箇所数：１，５４２箇所

　　計算必要厚さを下回る箇所数：３箇所

　　＜部位名＞

① No.2 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ排熱回収ﾎﾞｲﾗ※1の高圧節炭器※2圧力制御弁下流部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成16年10月5日発表済み）
　　　②No.1 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ排熱回収ﾎﾞｲﾗの低圧節炭器循環ﾎﾎﾟﾝﾌﾟ流量制御弁下流部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今回発表分）

　　　③No.3 ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ排熱回収ﾎﾞｲﾗの低圧節炭器循環ﾎﾎﾟﾝﾌﾟ流量制御弁下流部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（今回発表分）
　　　　　　　※1：ガスタービンの排ガスの余熱を回収して蒸気を発生させるボイラ

　　　　　　　※2：燃焼ガスの保有する熱を利用してボイラの給水を予熱するために設けられた伝熱面群

外径
(mm)

最高使用
　温度(設計)

(℃)

最高使用
圧力(設計)

(Mpa)

公称肉厚
(mm)

計算必要厚さ
(mm)

測定最小値
(mm)

① 165.2 352 28.2 21.9 17.8 17.5

② 114.3 192 5.5 6.0 3.4 1.0

③ 114.3 192 5.5 6.0 3.4 0.9

　

◇姫路第二発電所４号機

検査期間　：平成16年11月11日～平成16年12月16日
　　検査箇所数：９９６箇所

　　計算必要厚さを下回る箇所数：１箇所

＜部位名＞
　①低圧給水加熱器ﾄﾞﾚﾝ配管のＴ管部※（今回発表分）

　　　　　※三つの管をＴ字状に接続するために用いるＴ形の管継手

　　　　 外径
(mm)

最高使用
　温度(設計)

(℃)

最高使用
圧力(設計)

(Mpa)

公称肉厚
(mm)

計算必要厚さ
(mm)

測定最小値
(mm)

① 139.8 147 0.34 15.9 3.8 3.2

◇御坊発電所３号機

検査期間　：平成16年10月18日～平成16年12月11日
　　検査箇所数：１，４０４箇所

　　計算必要厚さを下回る箇所数：２箇所

＜部位名＞
　①ﾀｰﾋﾞﾝﾊﾞｲﾊﾟｽｽﾌﾟﾚｰ配管※1のｴﾙﾎﾞ部※2（平成16年11月12日発表済み）

　　　　　　　※1：起動過程においてボイラの発生蒸気を復水器へ逃がす系統に、蒸気温度を下げて復水器を保護するための水を供給

　　　　　　　　　する配管

　　　　　　　※2：互いにある角度をなす二つの管の接続に用いる曲率半径が比較的小さい管継手

外径
(mm)

最高使用
　温度(設計)

(℃)

最高使用
圧力(設計)

(Mpa)

公称肉厚
(mm)

計算必要厚さ
(mm)

測定最小値
(mm)

139.8 210 31.5 19.1 16.6 16.4
①

139.8 210 31.5 19.1 16.6 16.3



◇赤穂発電所２号機

検査期間　：平成16年 9月27日～平成16年10月6日
　　　　　　平成16年11月26日～平成16年12月24日

　　検査箇所数：１，１８８箇所

　　計算必要厚さを下回る箇所数：なし

◇南港発電所３号機

検査期間　：平成16年11月17日～平成16年12月22日
　　検査箇所数：９４２箇所

　　計算必要厚さを下回る箇所数：３箇所

＜部位名＞
　①低圧給水加熱器ﾄﾞﾚﾝ配管のﾚｼﾞｭｰｻ部※（今回発表分）

　　　　　　　　※口径の異なる配管を接続するための継手

　②タービンバイパス系統※のエルボ部（今回発表分）
　　　※起動過程においてボイラの発生蒸気を復水器へ逃がす系統

外径
(mm)

最高使用
　温度(設計)

(℃)

最高使用
圧力(設計)

(Mpa)

公称肉厚
(mm)

計算必要厚さ
(mm)

測定最小値
(mm)

114.3 165 0.55 6.0 3.4 2.4
①

114.3 165 0.55 6.0 3.4 2.9

② 318.5 541 26.3 63.0 58.1 56.5


